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昨今、異常が常態化しつつあるのは、人間世界の情

勢も地球気象の環境も一緒のようで、暗い気持ちにな

りますね。神がいるなら何とかしてください、と不信

仰な筆者も、思わず祈っています。 

来年初夏にお贈りする予定の次回公演では、会心の

上演をお届けすることで、この暗い気持ちの軽減にい

ささかでもお役に立てればいいな、と切に願います。 

前々月（6 月）号の当紙面では、次回公演の曲目を

4 曲とご紹介しましたが、プログラム全体の正味時間

がやや過剰なため、そのうちの 1 曲 BWV 3 は、次回以

降に先送りとさせていただき、右囲みに表記のとおり

の構成といたしました。演奏順は未定です。 

ここでは、次回のプログラム構成を一望し、そのな

かの 1 曲、カンタータ第 5 番《いずこに われ 逃れゆ

かん》の内容を詳しく見てみます。 

 

◆次回公演プログラムを一望 

上記の紙面上では、早々と全“4”曲の外観をスケ

ッチしておきました（月報 768 号ｐ.3）。第 39 番、第

104 番は、いずれも馴染みの代表作で、多くの愛好家

が当団での上演を待ちわびてくださっているはずです。

第 5 番は、1994 年の当団初演以来の再演になります。 

○カンタータ第 39 番 《与えよパンを 飢えたる者に》 

Brich dem Hungrigen dein Brot BWV 39 
 〈苦しめる友らと 悩みわかちて（主題コラール）〉、

主にある共同体にあって、ともに助け合う至福。三位

一体節後第 1 日曜日（金持ちとラザロ）、1726/6/23、

ライプツィヒ 4 年目の作。前回公演の BWV 20 と同じ教

会暦の作品です。 

○カンタータ第 104 番 《牧人 主よ 聞けよ》 Du Hirte 
Israel, höre BWV 104 
 〈主はわが頼める まことの牧人〉（主題コラール）、

どうか私たちを導いて、緑の牧場に憩わせてください。

復活節後第 2 日曜日（良き羊飼い）、1724/4/23、ライ

プツィヒ 1 年目の作。人気の秘密は、牧歌風（パスト

ラーレ）の曲想にあります。 

○カンタータ第 5 番 《いずこに われ 逃れゆかん》
Wo soll ich fliehen hin BWV 5 

主題コラールは表題と同名。古代の人々は、病気や 

身体の不具合を個人の罪の報いと考えました。その苦

しみから逃れる道が見いだせない絶望の渦中にある我。

三位一体節後第 19 日曜日（中風の人を癒す）、1724/ 

10/15、ライプツィヒ 2 年目の作。 

この紙面では、中世のフレスコ画の助けを借りなが

ら（次ページ）、重点的にこの曲をご案内します。身近

な接点が生まれることを願います。 

カンタータ第 5 番は、継続中の日本語版楽譜計画の

最新刊として、つい先日その版下を印刷所に届け終え

たところです。先きの公演（第 124 回定演、5/30、6/6）
が終了するや否や、次回の譜読み練習が始まるといっ

たスケジュールでしたので、遅れてしまいました。 

ご期待ください、名曲ぞろいの次回公演（＃125） 

カンタータ第 5 番《いずこに われ 逃れゆかん》、他 

大村 健二（団員） 
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＜東京バッハ合唱団 次回公演予告＞ 

第 125 回定期演奏会 

バッハ・カンタータ日本語上演（大村恵美子・訳詞） 

 

・カンタータ第 5 番 《いずこに われ 逃れゆかん》 

・カンタータ第 104 番 《牧人 主よ 聞けよ》 

・カンタータ第 39 番 《与えよパンを 飢えたる者に》 

（当初予定の BWV 3 は以降に先送り。演奏順は未定） 
 

指揮：山本悠尋 

藤原優花（ソプラノ）、中島麻紀子（アルト）、 

野中裕太（テノール）、 加野喬大/調整中（バス） 

オーケストラ：ＡＲＳ、 オルガン：田尻明葉 

 

＜日時/会場（予定）＞ 

2027 年 

5 月 29 日・荻窪教会、6 月 5 日・三崎町教会 

 

＜団員募集＞ 

日本語のバッハをご一緒にうたいませんか？ 

練習見学、大歓迎です。 

（毎週土曜日 15：30 －17：30、荻窪教会） 

当団ＨＰをご参照ください。 
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◆どんな作品か？ 

先述のとおり、この曲は過去に一度取りあげていま

すが、30 年以上も前のことであり、経験された団員は

数えるばかりとなっているでしょう。恥ずかしながら、

かく言う筆者も在籍していたはずですが、この度の楽

譜製作の過程で思い出す個所は一か所たりともありま

せんでした。少なくとも私にとっては、聴くことの稀

な作品だったということでしょうか。 

そこで、カンタータを初めて聴く際の、個人的な作

法どおりに聴いてみることにしました。当時のバッハ

が、この日（1724 年 10 月 15 日）の礼拝用に曲を作ろ

うとしたときの作曲手順を辿ることになります。 

先ず、用途を確認します。この日の「教会暦」は三

位一体節後第 19 日曜日でした。バッハの時代、上演の

当日は、カンタータ演奏や牧師による説教の前に、会

衆の前でこの箇所が朗読されます。 

朗読か所に目を通します。「使徒書簡」はエペソ 4

章 22-28 節（古い生き方を捨て、新し生き方を始めな

さい）、「福音書」はマタイ 9 章 1-8 節（中風の人をい

やす）。 

説教担当の牧師との事前の打ち合わせの場で、その

日の説教の主題が共有され、同時に内容にふさわしい

主題コラールの選曲、場合によってはカンタータ歌詞

の選定（新たな作詞依頼か）なども共同作業で行われ

たのかも知れません。 

当時の聴衆（礼拝出席者）は、この箇所の朗読を聴

いて、中風（ちゅうぶ・ちゅうふう、半身麻痺などの

こと）の人が寝台ごとイエスの前に連れて来られる情

景を思い浮かべたことでしょう。共観福音書のマルコ

伝では。群衆に阻まれたので、イエスのいるあたりの

「屋根を剥がして穴を開け」、吊り下げた、とまで書か

れています（上掲図）。物語の真髄は、本人も周囲も、

かくまでして必死にイエスの救いを求めた、というこ

とのようです。 

牧師との打ち合わせで、ここでの中風の人の苦しみ 

を、内面の罪の悩みを抱える信徒の心の問題として扱

うことが同意され、主題のコラールにヨーハン・ヘー

ルマンの「いずこに われ逃れゆかん（同名）」が選ば

れました。30 年戦争（1618-1648）の渦中の重い苦悩

の記憶を背負ったコラールです。さらに、この各詩節

の引用や書き換えを当日のカンタータの歌詞とするこ

とが共有されました（台本の作者は知られていません）。 

こうしたプロセスを経て、1 曲のカンタータが形造

られていったのでしょう。 

300 年の時間を隔てた上に、背景の文化も生活の様

式もまるで異なる内容を受け入れるのは、困難極まり

ない作業です。想像をたくましくして、捉えて頂きた

いと思います。 

以下に、各楽曲の冒頭（大村恵美子訳詞）を引用し

つつ,全体を辿ってみます。訳詞の全文と原詞との対訳

は HP から検索できますので、ご参照ください。 

 

1．合唱 

いずこに われ 逃れゆかん  

罪の重荷を担い 救いはいずこ？ 

世のみな来たれど 悩み 失すべしや 

（J.ヘールマンのコラール第 1 節。罪びとである「われ」は、ど

こへ逃れたらよいだろう。罪の自覚） 

2．レチタティーヴォ（バス） 

罪咎(つみとが) われを穢(けが)し 心までも曇ら

す / 主は清からぬ者にも ああ その血注がれ … 

（同コラールの 2,3 節を改編。逃げ場を探す。キリストの十字架

の血が、海のごとく罪を沈める） 

3．アリア（テノール） 

注げゆたかに 神の泉 / ああ湧きたて 貴き血潮よ 

わが上に … 

（第 4 節改編。キリストの血に身を浸し、今こそ潔められる） 

4．レチタティーヴォ（アルト） 

主は わが慰め / み墓の奥に眠れ わが犯せし罪 / 

いかに重き咎(とが)も 主 赦したもう … 

（第 5-7 節改編。避けどころを主に置くもの、信仰を得る） 

5．アリア（バス） 

黙(もだ)せ 黄泉の力 / われ 怯(ひる)まず … 

（第 8 節改編。もはや地獄も悪魔も怖くない） 

6．レチタティーヴォ（ソプラノ） 

われただ小さき者 / されどなが血は げに限りな

き…（第 9,10 節改編。救済の確信） 

7．コラール 

み霊(たま) われを導きて 

主とわれ 分かつものを避けしめ 

主の身体(からだ)とし とどまらしめよ 

（第 11 節。主にとどまり、もうどこにも逃れない。当カンター

タの結論） 

＜以上＞ 

  

■「カペルナウムで中風の人を癒す」（作者不詳）。ヴィソキ・デ

チャニ修道院（コソボ）、1350 年頃、フレスコ画（wikipedia） 

  当カンタータに指定された教会暦は、本文のとおりマタイ伝で

すが、ここでは、その共観福音書であるマルコ 2 章 1-12 節に忠実

な画面を選びました。屋根を開いて、寝台ごと吊り下げています。 
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第 124 回定期演奏会 

来場者アンケート・追補 
（メールにてご回答。いずれも 6/6 三崎町教会にて） 
 

鍜治 礼子 様（八王子市在住） 

◇演奏全般について 

とてもレベルの高い演奏でしたが、人間的な温かみ

も感じられて良かったです。合唱のレベルが高いのと、

オケもおちついたよい音で、貴重な機会でうれしく思

いました。ソリストの皆さんも若いスターの方々で、

素晴らしかったです。 

◇特に日本語演奏について 

バッハの曲の意図がよく伝わってきました。宗教的

な内容がよくわかる。伸ばす音や、伸ばす音のハーモ

ニーについては、原語の響きも知りたいかなと思いま

す。 

◇その他、運営全般、会場等について 

最後の方に来たのに、快く入れていただき、ありが

たく思いました。教会で聴くバッハは雰囲気はとても

いいですね。若いソリストの皆さんの名前がチラシに

あると、集客にはよいのではと思いました。藤原さん

の名前を見て、必ず行きたいと思いました。東京バッ

ハ合唱団の演奏はいつもハイレベルですね。今回は女

声が少なめでしたが、バランスは悪くなかったです。

すごいなと思いました。 

◇何でコンサートを知りましたか？ 

合唱団のホームページから知りました。私の中学の

時の音楽の先生が団員でいらしたので、たまにホーム

ページを拝見しています。 

 

丸山 慶一 様（世田谷区在住） 

◇演奏全般について 

初めて聴きました。ソリスト、合唱団、室内楽アン

サンブルのいずれも素晴らしい響きでバッハのカンタ

ータを堪能できました。特に 51 番のソプラノソロを彩

るトランペットソロの音色、技巧とも満足で楽しめま

した。 

前半の 2 曲はやや渋めで、後半の 2 曲の方が親しみ

やすいメロディに溢れていて好みです。51 番の有名な

メロディと 10 番のコラールの親しみやすさは格別で

した。 

◇特に日本語演奏について 

日本語訳の演奏は基本的に支持します。レチタティ

ーヴォとコラールは割と静かでなだらかな旋律線を持

っているので、日本語になっても言葉が聞き取りやす

く違和感なく聞けます。ただ、アリアとなるとメロデ

ィが飛び跳ねたり、かなり高音を張り上げたりするの

で、プログラムの日本語歌詞を追っていかないと、言

葉が聞き取りにくい部分があるなと感じました。この

辺は 1 回、演奏を聞いただけでは判断できないので今

後、何度も聞いてみたいです。 

◇その他、運営全般、会場等について 

オルガン付きの教会でバッハのカンタータを 4 曲も

聴けるなんて贅沢な気分です。 

 

新刊のご紹介 

『教養としての 

西洋美術の見かた』 
 

［著者］諸川春樹（多摩

美術大学名誉教授） 

［発行］ＳＢクリエイテ

ィブ株式会社、2026 年 7

月 19 日 

［定価］1980 円 

 

著者は、当合唱団の

後援会員のお一人。「3.11 被災地訪問演奏」（2015 年、

南相馬市）を含め多くの会場にご来聴くださっていま

す。また、2019 年の合唱団創立記念講演会（57 周年、

荻窪教会）では、「聖母マリアの美術史」のテーマで、

スライド上演を交えてのレクチャーをお聞かせくださ

いました。 

  この新刊では、上記のレクチャー（7 年前）を彷彿

とさせる、熱のこもった講義が楽しめるはずです。帯

に書かれた著者のメッセージに、「美術鑑賞の方法を身

に着け、新しい時代に向けたご自身のアップデイトを

していただきたいのです。きっと、今まで知らなかっ

た知的で刺激的な体験が、あなたをより豊かな人生へ

と導いてくれるものと確信しています」と、あります。 

 “教養”豊かな皆さんには、すでに卒業なさった「教

養課程」のやり直しになるかも知れませんが、われわ

れ一般人には、貴重な「作法」「知識」「感覚」の 3 つ

の手法の伝授となるにちがいありません。 

  お薦めします。（Ｋ） 

＜終了報告＞ （前号に続き再掲） 

第 124 回定期演奏会 

― J.S.バッハ日本語演奏・大村恵美子訳詞 ― 

カンタータ第 20 番《雷の言葉 おお なんじ永遠よ》 

カンタータ第 196 番《主は覚えたもう われらを》 

カンタータ第 51 番よりアリア〈全地よ歓呼せよ み神に〉 

カンタータ第 10 番《わが魂 主をあがめ》 

―2 回公演― 

◆荻窪教会、2026 年 5 月 30 日 14:00 開演 

◆三崎町教会、同 6 月 6 日 14:00 開演 

―演奏― 

・指揮：山本悠尋（やまもと・ゆきひろ） 

・ソプラノ：藤原優花、・アルト：中島麻紀子、・テノー

ル：野中裕太、・バス：加野喬大 

管弦楽：ＡＲＳ(コレギウム･アルモニア･スペリオーレ･

ジャパン)、・オルガン：田尻明葉、・合唱：東京バッハ合

唱団 

 
◆月報バックナンバーは，当団ＨＰからご覧いただけます． 

http://bachchor-tokyo.jp/monthly_newsletter/index.htm 
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1968 年、5 月革命で揺れていたパリ。当時、高校生

だったフランスの人類学者エマニュエル・トッドも異

議申し立てのデモ隊の中にいた。 

 「パリの街頭に出て、走り回って、舗道の石をはがし

て警官に向かって投げました。下手なので他のデモ参

加者の上に落ちてしまったけれど(笑)。自分の国の国

旗をずたずたにすることもできた。私はそんな素晴ら

しい国に属していた。そんなことをしたからといって、

フランス人ではない、ということにはならなかった」。

しかし「今、そんな私が愛した世界が夜の闇に沈み、

別のものになってしまったように感じています」。 

彼とこんな話をしたのは 10 年ほど前だ。 

人は出自を選べない。家系も親も自分の意思で決め

たわけではない。国もそうだ。だから、想いは屈折す

る。文化や歴史、政府……。母国のさまざまな顔につ

いて考えは一様ではない。反発することも、愛おしむ

ことも、憎むことも、懐かしむこともある。その一切

を引き受けるのが国であり､国旗はその「象徴」だ。 

しかし「国旗をずたずたにする」ことが許される社

会は、その後さらに世界中で後退していった。 

この国も、日の丸を損壊すれば罪に問われる国にな

った。 

政権はそれだけでは足りずに、憲法で「象徴」と明

記されている「天皇」にも手を突っ込んだ。 

 「第一条  天皇は、日本国の象徴であり日本国民統合

の象徴であつて、この地位は、主権の存する日本国民

の総意に基く」 

 「国民分断」の象徴ではない。にもかかわらず、「国

民の総意」を無視して、政府は強行に皇位継承を「男

系男子」という、訳のわからない枠組みに押し込めて

しまった。「万世一系」などという物語が前面に押し出

されたのは明治時代が始まるころである。歴史的にご

く最近になって作られた「神話」だ。そもそも 100 代

以上も続く家系があったとすれば、ふつうはその間の

継承に何度も脱線や例外が発生しているだろう。 

私たちが目撃しているのはシンボルに異様にこだ

わる政治の姿である。なぜいまさら、国旗との向き合

い方を一義的に決めつけようとするのか。なぜいまさ

ら、「万世一系」という物語を言いつのるのか。 

二つの政治的病理の原因はそれぞれの中ではなく、

外にある。 

今の日本は解決がきわめて困難な課題に直面して

いる。政治家たちは、それを真正面から受け止め、出

口を見いだすために必要な覚悟も才覚も持ち合わせな

い。だから、その責任から逃れ、身も蓋もない現実か

ら人々の目をそらせるために、シンボル操作に躍起に

なっているのだ。安直で陳腐なふるまいというほかな

い。 

日本に突き付けられている難題はいくつもある。 

国の存続さえ危ぶまれるレベルの少子高齢化。何十

年も前から予測されていた人口動態危機に、この国の

政治権力者たちはほとんどなんの手も打たなかった。

移民の受け入れと共生も時間をかけてじっくりと取り

組むべきだったのに、放置した。子育て支援も後手に

回り続けた。そのあげく、人手不足をきっかけに急速

に移民が増えると、あわてふためく。 

財政赤字は途方もない次元に至っている。対 GDP 比

で見れば敗戦直後よりひどい。それと軌を一にして日

本の経済的地位は転落し続けている。今や、日本円に

はかつての半分ほどの価値しかない。それだけ国富が

消滅したことを意味する。しかし、人口という国力の

土台が崩れる続ける中で、経済力の回復などまず無理

だ。それがわかっている大企業や大金持ちは資産の大

半を外貨に換えているという。 

防衛の柱に据えていた日米安保が、米国の変容で空

洞化しても、ひたすら米国にしがみつくばかり。だれ

が見ても、米国は今や世界のトラブル・メーカーであ

る。その現実を認めるのが怖いから、今もトラブル・

シューターだという幻想を振りまき続け、自分でもそ

れを信じようとする。 

これらの問題にただ立ち往生することしかできな

い政治家たちが飛びついたのが、国旗や皇位継承とい

うシンボル操作。 

しかし、シンボルをどんなに操作したところで、人

口は増えない、経済は回復しない、財政赤字は解消し

ない、安全保障を確かにすることもできない。日本の 

+没落にはなんの歯止めにもならない。 

もとよりシンボルは現実ではないのだから。 

（団友・後援会員、元朝日新聞記者） 

＜連載随想＞  

退屈するのはいそがしい［66］ 
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